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巻頭言

場長西田稔

 一日毎に日足が伸び日光が強くなってきた。菜の花.の黄色が

 太め伸びた麦の縁に映えて目が覚める様である。日だまりの桜

 はほど一ろび始めるし跳の花Iは満開で、さすがに南国の春は早い。

 春と云えば毎年争月一の上旬には殆.どあら中る分野め学会が全
 国大会を開催する様で、・.水産学会.もj・ξ9例外ではない・今度も
 数多くの研究発表やシンポジ.ウム1紙ある・ことであろう。

 水産学会といえば、何か象牙の搭にたてこもっている大学の.

 先生たちが学問のための学問を・小理くつをつけて・.もつ一と毛

 ・。抄く発表した・り一討論するだけで水産業の為には何、の役にも
 立ちばしイないと云う意見が、昔はむ、し・ろ.大勢を占めてぺた様に
 思うが、近頃はさすがに公然とは聞かれなく・なった様な気力5す

 る一。しかし、やはりそれに近い考え方カテ、特に・地方の水産試.験

 機関の技術者の一部の者には、意識的に或は無意識的に存在す'

 るのではなかろうか。

 正融資料に・基けのでなヅ・・同じ本県の試験機関で・あ?
 ても、工業や農業関係の試験場一の首脳部の方に聞いた話によれ,
 ば、そこの研究璃の人々で各自の仕事に関係ある学会に加入し
 会誌を購読していない人は少いとのことである。地方本試では

 加入している方が一少いか、むしろ例外的ではあるまいか二.
 なお大学の先生や助手さんたちがI自費で学会出席されることは

 葡から聞いて。いたが、工試や鐘試でも本省その地主催の公式会
 合出席の旅費は一応公費支弁であるが学会出庫は人数も回数も

 多いので、公費は廻しかねるから殆ど自弁であるが、それでも

 多くの人が全国大会、支部大会、例会な一とに出席するとのこと

 であった。

 学会に自愛で出魔すること、即ち公費が廻一りかねるこ一と自体



 ザニ岳.ム=全然.賛成いたし主)ねるが、各人`)心がりや、そうあら.しめ

 る全題師な伝統、基盤、ふん園気といったものに感心させられ

 声二し、、水産のレベルが一低い様な気がしてならなかった。

 何だか水産学会のチョウチン持みたいなことになってしまっ

 たが、実のところ私も加入しているものめ会誌は目次にチラリ

 と目を通し二韓要を読めばまだ良い方}全女を読むφは例外と
 一云う'ツンドク組だし、暇は.あっても自一弁で遠方の学会に出席す

 る事詩えたこと・む奪し、'大きなことは云えない。自分ど沙セi=ぱ∵一
 有償雄の遵路を車で走るときの交通標識位に考えているこ地ど濾`'
 当局者に対しては甚だ相済まぬことで、将来のある若ゼ・人漕鍾・
 .:槽する疾堺'である。∴∵==拶'

 「済んだIこと惇仕方一が淑講・」一と片づけて現状忙到った経過や
 一理由の検討追求を怠り{「なる様にし年ならIぬ一」とあき、らめて

 …将来に対する綱箪茸,計画を面倒ゲるこ。とが、欧米木に比べで非
 科学的'だと云われる日本人の欠点の一つだ一とした一ら、.これを直

 すためにも¶.又一ここら..で壁を破≒ねばなる率い水産のためにも1
 更には他の部一門の様に学会を業界あ基礎となら.しめるためにも

 熟考してみ.る必要があろうぺ.・一一・・1出㌶∴



 水産に.思うこ≒i

 一調査部長別.・府1蔀輝
 .・伊太利根拠のまぐち漁業に出漁するH杜の5=9鏡竜新鋭船

 カ干寄港した機会に・知合いの船長の好意で見学,したことがあ・

 るが∵確か・に立派なもgであ.る。操従の手軽さ、船員の休養を

 効竿的にするに足ると思われる清潔な個奉、浴室二漁獲。物、の鮮

 呼つための冷凍設備㍗優㌣紅・漁船㍗既成の概念
 た少な知らぬ修正を.加える必要を1感迫衣程のも.のであった。

 叶古く一さいとつ事やく方々は=水産全体のうち宇最1めぐま
 やた部分に職を絡で居.る人力∴そうで榊ば・子なる物甲1-
 1ごすぎ.ぬ人・.に相違ないと在うことである'∵芋苧宇背に㌣
 て四海にのし出した時代の物の考え方から・ギブζン.ドテイク

 g互恵舳やり方に変アたいきさつぱ・向ぶ隈の布きずにさ.中
 ・卿を伴うか.らノーコメ・ン㍗1㌃.1甲に㍗これ程の執一、
 .着は1一体どこからさた危ので・'そ㌧ξ,一。苧ちらに帥1うとする
 ㍗だろう.か廊は利帥多い済を求苧であたヅ全流体
 ㍗るかの如/変蝸.在に移1変ら・利潤均等の跨則を生んで・

 奇問生挿の哀歓叩なず'たて糸の役目を果'し㍗るが・
 †産におけ舳は{何の外力を与えられてか・男1領の法則の
 一ずで㌣・'生きブき・果てるかの如きしぐさ㍗に見出
 輝度の装備、やたらに多い従事者、一償.麹年限を待準率譲備更改一
 漁場'えの無計画集中からくる・、瞬時の漁場凌壊、等々、何とも

 鯉せない1二どはカ)一り。採取産業の名に郊いて罷り還る理不尽の



 ,数々である。水産よ汝1よ何れより来り・いづこ・へ行かんとする
'のカ)?

 百トンの重戦耳;から降り立つだ甲ちゆうの戦士が双方一列横隊

 Iに対陣して、或老は抽家従来の剣をとり成者はやりをとって雌

 雄を決一しようとする光景・,いささか分裂症的な連想苧カ㍉水産
 の決戦兵器は相変らず、古くからの原理を忠実に墨守してい一る。

 大平洋の真申で、ラジーオブイにつながる枝縄をたぐつてみる

 と、まぎれもなく11時代時代の骨製の釣針と相似形の金属物質が

 ぶらさ叶ているし1合成化学の先端㌣ド人造せん・いの押
 目.に.舛・魚が突刺さるようになっている。この不均台こそ一考
 11値するf1家庭にぼ千レ㌣が入り・竺界中のニュース幸鮮即
 一走査す㍍月g嚢側も人即視線にさらされポ然・し海底僅
 か数十米の魚礁の集魚機構さ。え解明され'難い。たソ単にそこに
 そIれがあり、いさ㌧か魚群の濃度が増したに相違ないと推量す

 る程度のデータしか物にすることができない。解離した塩類

 の・イオ,イは頑として軍準の侵入を阻み・僅カ)1こ超音卵領域の
 み'で溝底め模様をおばろげに知ら。してくれるにすぎ在い。

 、二十世紀文{ヒめ筆とも言うべき電子工学の恩恵は・他産業に比
 .べてみじめな程の受入れ方しかできていな.い。それも、決戦

 揚に至るまでの運搬車の装備としてだけに止まり、肝腎の決戦.

 兵器走る漁具漁法に・一この加の開発が皆無である縦民所得.
 ・あ向ヰが亨年順調な経過を半っている中印って・同一.じ第一次
 、l1率畔一に比くて一もその半{ま手と印伸びしか得ら坪ず
 .箏対的叶が感は年毎に深さと広さを増すのみ一である・、.
 決戦兵器I干る漁坤法の'二十年紀化..の努力が一昨ざりに叩
 一柚㍗ない一か・.1この辺嘩業系列か干脱藩してゆ1・.貧
 ・一率花汝坤根源予{あ.㍗1ら思卯る・
 乞う;漁業開発にいくしむ同志よ・相携えて道もうパ



 昭和34年度まぐろ漁業試験報告書

漁業部志摩彦之丞
調査員

 〃竹下克一

 s・調一査め一渡・=要

 昭和３１年度より実施している昭和34年度卵亨ま.くる漁'
 業試」駿髭、踏榊3・ψ年・/!月一、ノ2月にヵ)けて才/図に示'すよ。

 ラtど主にパラ才臨方沿海ω1ゴ囚の緯度線附近を東西に豆ち試験へ
 操繁レ年と今回の試験裏栗では例年のノ/月}72月の同漁場
 の試験裏業;こ比べ小型手ハダ群の漁獲が目立って多'く又メパ

 .チ.の漁獲率は例年比比べ非常に慈寺一.く魚体組成も大型群が少く
 甲塑にモードが党1つれだ。

 兵の他今回の試験操業の特徴乞挙げれば手ハダの漁響箪は例
 年より'少しも低下していない事、バショウカジキめ出現が例年
 より多くなっていること、クロカワカジキの魚体が小さくなつ、

 ていること、一又今回はシャチによる被害が非常に高かった一事な

 墨で三あ1る.b

 叉1卒業試細行亨に当たり漁・場に於1ブる海洋観測やキハダ・の標
 識放流㌻'その海南海段水産研究所の試験船調査実施要項に基二
 さ生物調査の形態調査年実施した。尚本漁業試験には鹿児島県

 奄美大島古仁屋高等学校水産課実習生(6.名)を乗船せしめ

 チ該漁業の実苧冬ぴ航海運用の実習宰も併せ実施レた。
 又今西な本県の絹方まぐろ漁船間にあって漁具の構造を.ノ鉢約

 数ψ本付より5未付5犀付より一6犀付に.ノ鉢の約数を増加

 寺る'傾向にあり最近ではク泰付の漁具を使用する民藺漁船.さへ
 現れているので.糸船に於ても準用漁具の半」分包5本付より6
 未付に改造綬用したが釦薬3自目より佃の事情により5本付の・



 み使用したので  その比較試験が巻一1刀の計画通り.出来得なかっ

 た。

 §調!一査船

芦験船 照市丸  9反93け屯 3.00馬.力

 試験船の設.傭兵の他詳細^は㍑し拘(当場発刊
〃

 月報)才7号参照の箏

 .§実施期間

自昭和34年//月/2日  鹿児島・港出港

 一〃、  /3一日.I大島郡古仁屋港入.港

 実習生乗船及ぴ台風避難

20日= 古仁屋港出港

28目 矛/回目操業商始
 〃/2月ノブ日1 才!/回目操業終了

 杢〃 /2月25日 鹿児島港帰港

況

 一/)魚種別漁獲尾数理ぴ釣■獲率

 .今回は始めN4o一瓦/3プ附華一のメリル島及ぴトコペイ」
 .身近海を操業したgキハダ類の漁獲が高く5妬㌻6%台
 を示しシ†チの被害を加算すれば,/σ.%,近い好漁獲率・一

 を示したが魚体がI/00脇.以下のメジ群が大部分でめっ

 た。3回目及び4。回目に操葉・しだ。N4'内外耳一/・3ピ
 ～瓦/3ク柵近でも前証海域あ変らないキバ.ダの.漁獲率・

 を示したが一この海域でも小碧群が多く混獲されたので
 北上しN5以北・の海域・を数回繰薬したが魚群は大理群の

 みであったが漁獲率が非常に1・悪く/桁～)%台のキハ

 ダの漁獲率†めった。(才/表・参照)'次に小型群の多く一

 出・現したNポ製.南の海域と小型群の出現の少カ)ったNポ





 以北の海域について犬墾群(!00脇以・上)の漁獲単一を

 比較亨れば.辛3表「キハダについてメ干の混獲率及び。
 鮫の被害」.の様でニジ群の多く漁鍾された皿5以南の
 方が以上よ一り大型キバ・ダ際の漁獲もよく大型キハダ群

 の平均漁獲革Z42%を6回鉦薬の内4回は上廻?てお

 り又他の2回もシャチ.9被害が最も多かった時で被害が
 なけれぱいマれも大型群'の雛は平均描以上でのった
 と考えられ.る。

 次にポN'内外の瓦/35.附近の海域は・昭和3/年度

 即ち3/年度は体長//0鰍以上のキハダ欝が蒐bれ

 最高20%近い漁獲率をな=した.事もめり32年度及ぴ
 33年度はメーバチの好漁した海壊でめったが本年度は

 才2覆に示す様に漁獲率・こ於ては3よ牢.3夕年度よ

 り.低下していないがメジ.の漁擬が漁獲牽で平均J./5

 印壕低σ/5%.最高仏37%…こも遥し㍍手
 パラ与近海,こ於て近年魚体が小さくなって来た事は酊。1
!・1

 より云われていた事であるが当場.の試験繰築ではそ㍗
 は主1こ春期以後の漁期に多くメジ群が山塊し//}/

 。z月の頃は過去の試験操葉では兇bれなカ)った事でめる。

 又メバチの漁況については今回は非常1し悪く1平培0.2

 2%の漁獲でその尾数古3～4尾の漁獲が見bれたの

 けであつ出こ㍑年次苧uに見る.と3/年度で漁琴率.
 0.64%が.32年度∵33毎度は!38%及ぴ!97

 %に増加したが本年度は前述した様に出現率で3.4%

 しか現われなかった。一方キ小ダではメバチの好漁の時



 は悪く一メバチの漁況の悪い年は好漁包見ている事はわ

 ずヵ)な漁期σ)相違による出現め相違か或は年変動によるも

 のか注目すべ章事と考えられみ(才2旗参照)

 ・カジ手類の漁況では一マガ。ジキ・㌢.ロカアカジキの漁獲は
 首黙に近くクロカワカジキ、バ七ウカジキb出現が多く

 、泉.州クロカワカ.ジーキぽ魚=体は小型でめったが毎日2一

 ・尾螂パ獲叩二叫叫油示し当嘉の坤試験
 謀案と比較すると汝蛙牽め島一い価ψ方に腐しIている。

 、㍗㍗カジれ㍗ては昨年即予r帥3'3年度1頃より
 をめ山塊か自工って多くなづ。て来て狛'り・今回・でもノ%近い

 漁娃率包示す日一が多く理書己とi司穣特記一すべさ事と考えわれ

 二回繰茱されたふ泉、∴∠ア,1て二、、尾、
 .は手ハダで・てメ鰍び綿を除く魚橦{(つい一て叩は・
 全体の7♂3%は千ハダでメバチは全無極ψJ.6.%し光)出

 現せずパセウ大～干は6,9%も出境している。'

 §焦体

 前自己した様に今回はキハダ'メバ与共に小型群が多く才5

 表に示す様に.キハダ走60.2%は/00(脇以下の小型群 許
・

 でめり又メバチでも!一。20・加以下の欝が7I0.6勃.も出現

 した。これ害年次別に見ると4月～ノδ月事が翠色多く小
 型群が出現し//月、/2月ではその出現率はノ'0%に

 も満たないのであったが硲年度は特に多くなっているメ

 バチについても昭和33年度頃より小理群が70蛎台まで

 占める様になつた事にも注目すべさと考えり肌る。

 次に体長一/00脇以上のキハダの年次別に見ると只4ケ

 年の資料で特型な考察は出来得ないが割合漁期が同時期で

 める略同海域であるパラオ近海の//月、/2月に出現



 す.る・無法㈹榊図及ぴ苛5・6・7図に示す様1ζ昭
 和3/.年産棚、本長!!0.j仇敵看麦に

 32年度以!'ギ9・!.30舳
 33年度ぽ㍑0即前1準1:.
 34年度は一ノ2・σソ争α1肱に1モベドが見舳膳
 年毎に体長!!5綱後の魚体と/2・一5綱後の魚舛と
 が入替っている様見受けられる。

 .尚)キラ才近海の小翠キ=ハダ帯の出・現量・と大塑キ・ゾ群g
 .漁準率との間に何らかの関苧があるのではないカ)と蕎た
 .られるが資料が少一いωで母とも一元い薙く今後研、完の慶沖
 あるのではないかと考えられる。

 §一般海況

 別表操業日誌に示す様にゴ降前後似臥!・3一心㌧汝二・33。触一
 酌….…洲近の携ではト躰金海域の北
 方の5'N以上ではS弼一万面三こ.又/36～ノ3クE・昨近
 ではN固方周にこの・中間附近のST!0の海銭で一仏和。

 に弱い潮目が見ら仏た二図上ち■。赤遼反流はパラ本幹方・漢真壊さ1一・

 ではS瓦方向に流ポ36ソ3一・7一皿附近で二は北方に徹'
 して東方に流れているよヶセある。

 又才8図のT一優1・ダイヤグ・ラ・フ及ぴかg必の一漁場附'1

 近の水温及び塩素量ω鉛直分布図でも明ら。かなように

 /00帆～/5IOm水深附近年最高くカン部があり躍層
 が見られゴ囚以南⑪割合蜂獲率のよかった海域に鍍著に
 現れている。又海流方向に..沿うて北側の流域と繭測の流一

 域とは'稽違っだ様相を示レている事はSt5.6とS
 T/一3のT-cユダイーヤヴラフを.見ても明らかである○

 又今回は塩素量の最高ノ叉95%o最低/906%紙..

 /二00m層!940%卜!.g80砧で過辛のgノ年
 度カえ/ナ69%σ・最低で/.・902.%⑰!0.0m層附近で



 !・烹J0～/1デ50切・3ノ年度がノ956%漉低ノ902

 咲.o/00か麿で/テ./0伽～/240物33年度!ε8
 7伽～/え38%oで/00吼塙!三二9一/え40%.に比べ一

 ると.蹴も高い価を示している事に注意すべさと考えられる。

 .§.慕の1翅の.事項.

 ∠I、舜一種別鍵撞割合

 今一回漁獲された圭・な:無一・麓キハダ、メノざチ、クロカワにつ

 いて典。)腿雄包記患したのが才一6表での宕クロカワでは

 庄蝕肥に蟻が多く一70%近い割合を占一めている。

 メバチ∵キバ・ダ共艦が多くそω比率は約6'対4で悔年局じ一

 潔な比率で漁鍾さ利、変化は蒐bれていない二。

 よ操業麻婁時間

投縄 1勢縄.

 延使用時間34⊥㌧5価  ,ノノ4し00二
 一日そz上書莇一票崎…鍋  03ユ上一0ヲIn  ・ユエ皿

 /0.一ノ/・一・

一鉢平均所婆時間

s
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 h昼
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 31千ノくダσ)擦議.放流

醤着

 、,4ヰノ/月J8日

 。29日

キハダ 86

83

85

85一

535/

5357

5346

5356

 (注)放流場所は操業イ立直言こ同じ

 /・)収・人

魚種数.'量... 平均単価壷類
 キハダ889人4醇 8724円 7?352/



2,740

 カ'ジキ類  。;J一一55二0 6ソ30 2079ク0

計, /2,860.0 8ズ80 !/54.932

手数料 クZ0ノ!

差引金額  、人07Zヲ2一!

2)支二'出

 イI)撚,料費  .55∠259肖.

重油 ・397474 5/&7'/

軽油一 204 400

潤滑油 3624 34.0.28

 グリ'一ス  一!K1 フ20

 ・口)・冷、水・費 ク9-300

水' 32.5屯 66.0'ρ0

フレオン  !0Kノ.ユ30σ.

 'ハ)餌料費 96,00.0

 ̀冷硬サンマ ノ60ケ 96,000'

二)消耗品.費. /!0.0-4{0一

漁具用消耗品 5反537

一般消耗品 .オ/503

 一一ホγ修繕'科 8ユ/50

 船体各部及び属具小修理 82./50

 へ)備品費 45085

 漁具補充及び属具 4丘085

 計一g43,834円
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      タメバチ1

      鯛準㍗」幾“4%6.6%パ!%      海別塊率一一一一'I''1一'一一夕0%一一〇一■'■一■'一ノ12干㍗撫,隻繍一生警一仁_上_523%66尾(6)■■一一一'一〇一一一1'I一一''
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注:  ノ)漁獲尾数
上一段

 下段口』

 ・)年次別出現率%一専落響蛋・…



 才3・表  キハダについてメジの混獲率及び鮫の被害

11

千ト

         目数数E大、/一,/'小

         1/580/5ユ53L4多多          Z34.321箏汗烹←一一二し一←一一.2/7人620.0         ■山'2ノ46025!。7/
         3/5803/46c¢.          4.053ノ75626.3..
         4/58060386α38/ノ8、タ0.090.8
         5ノ2/06          0.50J33033.376,9一
         6/35022。'30.526ノ4.//zノ
         7/350//0.8///26.82人ノ         ・一一''30」之提一423.//         一

         8/35038ム8/7475810
         9/30080.6/80.6/.25{λ0∠人/

         1■.'''

         斗1;;;5/2373.8.2ユ3亡妻1〕ユ1・寸・エ†4拙.…舳・新r         計'/5360
         L

 ㌻缶∴

 弼1・・r舳1・汀「
 注/)メチ混獲率  総義畿響呵・/・・  .(サメ1食包含まず)

2).鮫喰被害箪一  寺繋鰯義一・/・・(サメ縫撤  3)メジとは体長(叉長)/00(脇以下とした

才4表

魚種別出現表             ＼＼操業,＼魚1種＼一              /23」二459/0ジ/             `             キハダ..一_..._」〇ニメバチ84(73)エ街88雌2)⊥8期/)3//2(ノ/8)9(30)62.ヲ・Lク↓8ノ(//)80(.7)584./一一.各一'4-91/24・ξ4/6(2)38;3τフF-02./80(£3).I・7810ヲ.0一2,z(2)750
             3岨^

             !4ソ8α6             クロカワ4ノ
             人4..24人//./3.ム。。「う。一久96.423u由・6工2τ一`一6.2              Fメカジキヒノナカ/

             L             /」5.一一_/0.5一一I/..0.6一・←
             シロカワ「

             05             バセ・ウ/2/4/37o「て1丁             5,785Z4!4.5!3./よ6α9/4.90-7一㌃二7/             サメ・類ノラ8・一4./0。η馬アフ{ノ0255/

             90ノ人97.豆4.9ス9!0,0/∠4             雑魚ノ4μ・・Lエ・・7r0/6,4・π4τ

             6.7/α0/94/353.6/2.8仏53./

             計/37(73)/00%/6名%/42Q2)〃/3.0/45(3/)〃/3.96/(//8)〃。'4232(30)〃4ヲ55(6)"48ク8ヒ//)〃70/03(7)〃81745(2)〃3.7/0ヲ(23)〃/0.430(2)〃25

 三∴、÷i

 十一一、・一・一`一」一一

02%
 事こ口裏

 一'、・Σ・フ。

 フ7γ一'

937(325)

!00% 才5表

 キハダ及びメバチの年次別体長別出現表

 ㌧、        キバ        体長./00枷以上タT1ニパチ「「討計/舳似}洲狐/ヲ56年_一撮』Lヲ月一}ノ0月

 
       

昭和3/年度

        一生_/次/00汽        J

        3/6月～/.鎚r9一椚牢ノ月～2月

        .一

        4
        4月・山5月

        昭和3ノ絹楚まL∠次「■≒4ノ000.0ノ008J5!Z5'00地/ノ月～/2月         ・一■``・一
        3増楚竿!沢J/7ラノ873846/16一^■■■''■一一'一■・`4665ノ/旦2_」二三生一./ノ6z6一/

        '・θo4月～5月

        †
        一.`        ・一8リ噌相54本ノ斗〃杉十分子夕一任ユ、∵十

        十/330434拍

        ト         平均一/ク3256.6%306J/00%43555.≠%35044.6%785/00%.



才2図  キハダ体長組成（昭和34年度）

才3図  メバチ体長組成(昭和34年度)

才4図  クロカワ体長組成(昭和34年度)

 才5図　1956年11月20日～12月22日

才6図  1957年11月18日、12月29日

才7図  1958年11月3日～11月24日
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才7図

 漁場附近の水温及び塩素量の鉛直舛布

才8図  漁場海域のT-01ダイヤグラフ



漁業部 強留陽一郡

まえがき

 東海のサバ生産量の減少は、昨年より、そ=の兆候があったが

 、今年に入り・特にその現象は著しい・この減少をめ{.つて多
 くの事が考えられる、そこ.で適切.と柔ではいかないが、遷刻'

 一すれば、

 の乱獲の結果

 ④環境の変化による生物目体の変化

 一③魚道の移孕
 '④..苧才魚発生量の変動
 等、考えられる幾つヵ)の問薗が提起されるが、必ずしも一つ

 の一原因に依る月かりでな1・褒合的作弔に依るとこわが太さ
 い一と考えられるけれども、今のところ推論の域を漉していな

 いのが現状である。そこで1単i杜漁獲当りの減少、海水の洞り、

 水温の変化、体長出現の変動等多元的に五っての相関々係が

 あると思われ、.容易にその夢中だ乞ものk原因を解明†る衛
 は困難であるが.、一部門として今回は魚鐸κよる詳一乗密度`.、

 魚群出現状況、海況の現状等を調査する主旨で実施した。,

 な菊、長崎本試Iによるさ■は。標一葦放流も併茸て琴施した.'
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 1…;断水温計

 z。ノ人当漁獲量
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 §海況

 ・一月下旬に入ら・東海や率海は強い輔風が吹ざ1水温も先
 旬よりノ、3℃下ったとピわが多く、サバ漁場附近でも昨年
 より/、2℃低目になっているところもある。なお南部ぺ張

 り出している黄海冷水塊の先端部である、北緯27'擦・では昨

 年に比べ、冷水塊の部分カタ束に広く拡がっている。又中間暖

 本の東側と冷水.塊との潮境には一余り董葦碧な潮目は見られなか
 った。
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凡例

操業位置

 ・測温位置・

 ・等温線

 §体長1組成

 体長出現分布乞み.ると・主群は3/」・～・パ頼で、王・・'・一
 は325搬となっている。これを昨年ノ月と比較ナると、今
 年は約/0然程度小さくな.っている。

 翼1干肉鮒jこ依え生殖馳観察すると次表の珊1なり、・・
 比は略同数で、そのほとんど余完熟であσ、中には放病卵後
 と見ら^ものが試料数のソ、で.あ.る。
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 §今航海よりみた考察及ぴ感想

 の昨年より.鬼た今年の漁場

 各句に於る漁場の重心を鳥がん.郎午・れば・今年.のノ.0.月
 より!月までのものは・移動その・もの・工大.系とし一での性質
 は昨年とは心似・たも(りでめξ、レか一し時期的には特徴があ
 一る。.例えば今・年ノIη月1の初漁1軌ごはクチミノセI'縦走紀二'始り、

 ・そ二の千蜜.舷突矢誰二1機1!I00…尋糠沿いに舶下.し、ソーノ月・一一ン・月Iは

 じ妙まで独ノ8。、瓦ノ,・ノゲに永い一こと'滞留していて、昨年・

 より犬・都京断し漁期は形成・された。そ1の.後は・/月中、一下

 勧は昨'年と大塔変りないが・4月一上帥こなる一と次糞gよう
 に変ってさ肥。

 /月下罰一:.J月上旬

 34勾玉.547,5.57～焦広一夕37,547ま魚、直・

 35年55ク漁区539(魚釣近こ簿.5漁区

 この糠に産卵かい冊として南下されてくる。これらゴマサ

 バー群は、その年における環.1廃要因に強く左右さ;⑭ることば

 勿師あり・・I又産卵場としての条件一がζの:様に変化Iされた
 のか・輿味深いものがある。これらの例の様に東・海・サベ群
 の暗期に依る移動は予測しがたいものがある。

 ⑫魚群の特徴

 今鏡.海の一つの目印であったところの、魚探1による魚群・の

 構造をみること・であったが、時化のため一電、う様に運銃出来

 ず、I又魚群反応が全然な.かったことで、その目的を達成出

 来なかった。

 魚群はすでに他地域に移動した役と.も思われた。他船(約



 テ等つの''一斉報1ζよっても局癌魚深反応はなかった。曲

 調査中たまκ烹極く小さ・な無ゴ反応がありそして浮上し一

 でも、去の密度は極く1淡.く1ぺ痔間足らずで逸散し沈下し.

 .た・ぺ時期的にみ不確産艀期に八グて荷一ケー(生循一年搬
 一11㍍場各支ば・午嚇坤呼κシク1咋叶幸服
 た場合1・月下旬噴か・㍉畔が'蛤わ差加主恩扮客1'
 予・=気祭恥し下㍗ad軸=呼起?亨鮒生態
 一的と痩合約碓用によるとこわ.、そして浮上、僕釦、沈下と

 ∴1条硅が非常に悪か・ったと考えら.nる一。

 ・魯娃間一に椅いて麦春材㌻群1の二銚二鰍・派ど⑳勅二詠w一
 、緯か1に年々漁獲倉は1下一りI文二単位I当ら・.漁獲1をI低一すじで紗昼娃

 ̂紅猶揚咋どは早詩ψ一戦・.今航海を通しでは・一資
 ・一二噸豊は減少し允ど㌣ら徹1・,
 gの様〆資源菅・理1=の意味から一最大あ持続的生産性を宮1割り
 ÷出し、維持すること・が必1要一と'恐れれ一る。



紹  介し七の5)

 二漁築制度繭奏会ω中間碑告。)う.ち、町々・回と前回に紹介し・た・

 残㍗岬案一に飾る十鮪勢についでg早坪ジr々漁苧・
 政夢峰如その干坪」に川r矛エ率、紬と一率雫甲同宇合・
 ㍗苧係」咋琴する・..

 .、一.ご,..㍗、二漁予叶呼雫鯛碑合印寧呼
 沿岸漁業疲興の自的を.、、沿岸漁氏の所得の掴・上と二漁家経官

 ドめ安定に外こ・ξ・・'このために却滞織馳舶枇項正・一

 。利用を.基盤と.す.る漁場利用政策と必二も・に流.適改善等の一,諸施策'

/

■,

■

 一.が神倉.され牛揖で実施さηなけτ、一はなヶ:ないこと。こ・.れりの.
 施策推進上の漁民の伽こ皿つ具牢・的な.担い手が?・漁1華協局組
 。合た今1べ・ざ・こと・・芒こつ∴'㍗㌧喚`こ述べたと甲・りであ脊・一
 そし㍍、瀞熟脇庫蜂今陣、,沸し乙似舳沸炉姦勢秘馳」流通

 と似繭戯晦旭練る繊静俗毅弗粉度上一の組織としそ存在.し、
 1一経済事業・等包.行牝釦赤札共同漁業権血びに一部の凶圃漁業

 権包保有管纏芋じ1ている:批ミこ;=本.来合漁業倦を管理するための組.

 一織・と…経済事靴坤・舳れ紙幣坤…㈹猿鯛1・血芯異.
 質の側面をもっており・漁業協同.糾合が1・このような機能をあ1
 わせもつことが、..漁業協同組合ゆ艦・済裏・染.頂でψ発曝上.、..ま.

 た漁業権漁業の生産力の発産上、種々問題乞生じているとい

 うことから二沿岸漁業績輿との関連に楕ける制度的審議に際
 し、.まず乙⑪漁業権と.漁業協同組合との欄係.の:問題を1と、ケ上・

 げて検討することとした.

 すなわち、漁業協同組合の経済事業面におけ.る発展を・難す・.

 るためには二組合規模の拡大、組合員資格日数の引上げ、漁

 業従事者の加入制限、法人の加入、漁業協同組合の漁業自営一

 にづい一での規。制.導の。措置が必要'と考える.が、これらの措一置は



 漁業権行使尊の甲にも多大の関係をもつので・本心套員会は・

 'こπ1千.の問題に?いて検討をカrえむまた・二方㍉ぬ業潅g種・
 類ヅ㌣ξに・漁ヂ咋'牟・その発展の方向が異っていると
 袴㍗れ一1今後二㌣午率力の1峠を喜まカ)るには・それぞ舳
 性格に応じて、これを.どのように漁、業協局組合に関連づけるべ

 さかについても検討を奉めた。後者に?いては・入会操業竿性・
 格あるいは共同採取的性格をもつ奉・局漁業権は、これを漁業協

 同組合に保有管理せしめるととと=Iし、漁場的に利潤.署が特定固

 定化}{1入会的蛙袴が浮まって一く1る小型定章尋一一都の華同漁業・

 区画準率・・一千饅鱗については・1それぞ・れ漁華の性格に応じて・
 経営者卒ギしその集圃が漁場を一管1一理行使すること1こより・当該

 漁率。)宰学力の発展を期す.るとし、う方向をとりつふ・他方に抱
 いて二=.一撃萄一の総合利用とい1ブ・西カ)・・鯖帥る漁業共同碑合と・
 の関苧壕墓.し・・また・漁事;≡協同碑合の経触.築ω季体でφる一
 旗妙共向呼売薬紬艦持箱糾たgll・生粋鯛榊共向規
 制が必.筆≒ミ・卵とい、.寧か'らも∵漁業灌と漁業脇周組合とIの一
 関平.を充亨割嘩・す二る・必要1σ1あ.ると;考{
 以上、の、よ・.う砿・見地た立ち、漁業癌Iと漁繋協尚組合との.鶴係に.

 つい.下テザ小委員会が蕃1萬した岬答は・次のと知りでめる。
 なわ・こ・・⊥...にヂけ呑審議の那.は・'前述の㍑りr漁業権と.

 漁業協馳合との関係」を中心々するものであグ漁.業確制度・
 水産薬協同組合制霞個有島)譜閥・壌につ・いては、それぞれ今後さ

 らに綱する必要のめること.を附1,l1己すポー.。
 ノ1漁葉確制酸についてI

 a茅ノ櫨共同漁業.及`つきいIそ漁業

 工)一]兵1とついては、今なお都落総書の観念

 を1峰とし㌻蒐千㌃般・1青草.森氏による入会湘とIIい
 う娃移、が強いが、現行{1〕.漁薬協周組合の組合員資格要

 件た・る年間漁業経営(又は従事う日数を、組合の経済



 事業面からの裏話にもとすさ引上げた場合には.、.・従来

 年採ψ・癌着rコ1責落する堵Iかカ)なり生ずることが、予想

 され・る山で.、この・場合κ.は、乙篶り1コ.ジ・旨の漁業権行便

 千従1咋幸一ギみとめるとと11ピ漁業i奮行使方法.め決
 叶琴し、干れ'・漁叩発一書.権を保・議するた一め㍗一
 割度'島1考慮か必要でめる.

 並')・漁糞協同組合の芳郎域化宙雛する定めにポ矛一
 ノ橦糸向漁葉1とついての漁業脇向組合内部牢狛ける部
 落地一元単位。の、魚棄権行使を従前ど拘り罐昧しうる途1を

 考ム患する一心起がの.る、。、.

 童)共同採収的・庶.築で.のつそも・.つ・さいそ漁簑〃二離・j
 ¢)才・・一種共i司漁築に')も、て'は、蘭係漁薬者一色玉{本とす

 ..る漁場改良事繋の案舷ムる生産性向上が蝉である
 が・この.事案.の離g一た芦には・漁業紡蛎舳決
 二莚1に際し、・特に関係楓業考の恵薔、を現行よりも滅く反

 映させるための制度的考慮が必琴で6り、まノこ弄I''一'一'
 著哲.漁薬著に峡足することも考慮する必要がある。

 .眼)定着性生物の個々の漁民に.よる採捕というこれら漁

 業.(建性揺、上再。矛!種共同漁業.及.び1・つさいそ漁葉につい

 ては、漁業協同紙含の自営をみとめないことと・士=.るの二j
 が適当でめる。

 れ以タモー〔り≠ミ1司～点薬

 現行の去3極共同漁業、才3種共同漁業(つ一きi一、そ漁業
 だ桧く)及び才4櫨共同漁業には、その異津的行漢著カ1:事一
 実上特定する場合もグ)なくないq)で直接経営者に免許し、

 ある。いは許可劃とする方法も考真一られるが、地元燕薬闇の

 調整ぜはかる上i1二は、現行どわり漁業協同紙含に免許し、・

 漁業協同組合が行使誉及ぴ行使方法等を定めるこ三:が適当



 IlでIある。一一

 ̂、・しこ.缶業鮭た.る一漁業・協同・組合・の紙一合負が・一。乙れら
 .の娃薬毛ど一三一いて・各自二行使す・・る権利を有すると・い1・・現行の規
 定は、運営上、解釈上I、じは.じは問.鐘を起すこともめるの
 で、.これらについては実態に'良1」'した改正を考慮すべさでめ
 る。

 C'のり、』か一さ養殖業

 ∵111一一戸5一・一・llき畔苧ば・.漁ろ1と異な11秤場の率約・
 '的左利由管理.を〆ちものであり、・一経営の細分化、密植
 等の弊害の防止、さ.らに嶺極的な壊境条件の改良の催
 進のために、即存経営缶の立場の採謹とその組織化を

 考慮する必要が一ある.ぺこのためには、のり、かデ嚢殖
 業斉の組織する団体に直接漁業纏を免許する道を蘭く
 か脊が∴また・その場合に、それを包括する漁業励局組

 合と岬係を.ど1調一整す季かについ一での鮒が必要で
 あり・、{また・、現行の漁業協同一組合の組合員が各自行使・

 .すら権利を有一する規定につ一いても・陵討する必一興がある・

 ・皿)岳1点に締される締こ?いては・雫存の養殖業者
 の経営が零細な場合には、その規模の拡大佐みと・める

 必要加るが、一方既存経営.者.の独占を防止するため
 に、漁業協同組合の瞥理下一にわいて新規蓉棄を一町詣に

 する方法を講ずべ一さであ一る。.

 d定置癖業

 定置漁業については、漁業協局組合に免許し、.賃貸宰み・

 とめるべさであると.いう主張もあるが、経営者に草接兜許
 する方まを変更するこ.とは適当でないと思われ一る。しかし・
 定置漁業は、漁場的に共同漁業と競合して、.漁繁調整上の

 問題を生じ、また地元漁氏の生業をうぱうこともあるので・



 境行制度に朽ける定置蹄業免許の勧I案事項の職.旨皿.びに漁
 I業協同組合が.事・実上漁葉調整北衆している役割を考慮して

 定一専漁業の漁菜確者(D劇に,は・漁業協同組合に対す.る漁業
 .調整、地元労働者の雇傭等についての協力義務を課するこ

 とについて検討する、必要がある。な.わ、現行の才J一種共同

 漁業中の小塑定直には・実態的に大型定箪鞄なものカえ含ま
 月1。ているので、定置漁業の範囲を実態に即・して拡大するこ

 とについても考慮すべさである・

 θ大..平魚礁..=一...・、}.
 大型魚礁は・.境在、.大・体絨・漁棄権の療私域.ユ外に設

 置.ψてわザー綿確州二審…と、し下碑.1披舳て・ないが・
 ..今.凌殺鮭箇所の増加・利用度ω増大化弾い・漁築.犯)内答・一
 として取り披って行.くカ)省か糺ついては・現.状で・ま・大型

 神の設畔は未だ試験的段階でのり・かつ・1峠ヂ率的性
 格が強いので.・こ衛τ今直ちに漁業確化し、利用・扇錨乞特

 .定化するこ一とは適当ではない。
 しかし将来の方向としては、施設の管埋を適'正にケるため

 利用老の艦織化による、韓.,嘩..整1序二艦二持皿びに旛設のj加、そ

 の.炮漁難敵要.す季鷹二費=9・=撃取一声の竃暖化につ一`'て稜討
 す亭必要がある。

 水産業協局組合制度について・

 a漁業協1弓組合の規模・

 現、・・窪、漁業協同組合の多くが、漁業権を中心に部落単位

 に構成さ羽、ているため、こ.れらの漁業協同組合1～二ついては、

 その規模が経済事襲体としては過少である場合が少なくな

い,

 こIのことは、漁業協同組合の経済事業体としての発展を

 阻害する太さな要因となっているので、漁業権の・一蒼理方式



 につさ、戯述のような方向を考えるとともに、漁業協同

 1洩合一ざ辛㌣るた舳繊な蜘謹じ・併せて弱・
 ㍗漁率脇1醐帥新たな発生を可及約防止するために・
 漁業搦同組合の設立諸司にあ一たっての行政庁に.よる現行

 の規脈ついて・.改証を・カ脈争必見が一め・一る、・・
 b組合.員資格

.工)章'格日数

 甥.在、組合員費棒の基準'Lなっている漁業経営日
 数または従事日数は下腹年間3.0I.日となっている・紡。

 こ刀ことは漁第一協周艦合・の中に・莱.漁,民、的葵葉一佐一一親兆二1.・

 する結集を生みこ漁業協同組合111)経1斎事業体として'

 の発展α)阻害要因の二つとなってい一るσ)で、この資,

 格写数を相当程度を引さ・.ヒげて一組合員ひ)構成を鈍化。.
 し、次の(盟)きたは(.1{三)の措置と解せて;漁業

 頂錫同紬一一合の』希塁老斉ξ'害{ω、イ申貴ミを享窮す'一ミさて三ある.。

 なオδ、こ1の惣麗改訂モご当っては、必要があるとさ

 は、所一要の経過捲鐘.宙錐ずるものとし、まだ資格日

 一数引き一上げの緒築、従来一グ)組・念員申漁業協同組合の。

 有す.る共同腹業麓g)行使壷ぜ失・三もα)が生ず.る・こと=・

 にかんがみ。、何らか催組済・錯置(銘記ノ(D訣参照),.

 を僻;せること・が{酋.繋でめる。

 亙)漁業従事春の取扱い

 漁業・協臼組合め経済事1集…体としての発,綾を考元る

 ならば、漁業・駿簡飯台む;溝戎賢ぶら漁業従事者一(雇
 傭労働者.)家震従事者)は.,慮則として除外さるべ・・

 きものと考貞.る。しかしなが'ら、漁業協同組合が才無.

 剛こ描ける漁業関係者・の相互践助約鮭織としての機

 能を果す・面もあること、及び漁薬協同組合炉畠営す



 る漁業の従辞を考一風して('r)の資格日.数以上漁業
 に.従事する漁業従事者につ.いては、一定款で定めるとこ,

 りに一よ.り.・仕一恵に.漁、業.協凋組合・.の.・遣・・組合・員資格・を与え

 る{う{こすべ.さでかる∵一まだ、組合員資格かb漁率従
 事者τ除外するこ'ξ1千ついては・一・`1)キ間様必要が
 のる場合'は、所要の経過措置カ{とbれるべさものと考

 允る。・な約、漁業4這事著一潅麦に?いて;は、一唯一組合一員婆き

 ・艦.逆・与え.る.ム..う・・な遺包ぴり・ポ仁一・と・につ・ぎ傍せて考慮す

 る必要かめηう十.1,.し

 な狗、い種ゆ一る=、業.櫨、甜一漁=;・寮麟欄.蝕台に二ついては、漁

 ■葉.従一事者は.、一正組、合員資格刃)b・除外すべきである。

 斑)法人の取扱い

 協局組合の構成貞比つさ、法人、個.人を凶別すべさ一
 理由は燥蛙舳こは得荘しぼいこと、及び家族経営体が

 企業化・し.てψくことを考慮して、・比較的小規摸の法人

 については、定款で是めるとこわにより、正組合員資

 格乞与えうる道を諸くご、とが必要と考える。な拍生産

 組合については・それが率統組織の一環であることにか

 んが.が、,法律上当然.正組合員資格'を存するもの.とすべ
 ざである。また従来灌組合員となり得る法人一に、関する

 規模劔暖1こ.ついては、これ包中小漁業融資保証制度に

 わける漁築信用基盤・協会の会員一資格経度に引さ上げ・る

 必要がめつう、.、

 ○漁薬協膚組合の漁業自営と生産組合

 漁薬協同組合の漁業自営についてな、制度本来の趣旨;

 漁業一銭同組合年他の経済毒薬に及・ぼす影響、自営事業か・ら・
 の収益の配分などに関して種々問題が指摘された.。

 漁業一協周組合は漁民の協同絶.織化を理念としつつ・も生産



 協同化のための組織である生産組合とは異なって、全産

 協同化のみならず、広く経・済事業一般0・〕脇同化を意図す

 るも.のである一から・漁講坤同組合が漁契の自営z行なう
 場合には・地先漁場の漁利ω均てんをはか季ことはもち

 わん・その漁業経営が漁業,碑同組合の.行なう・他の経済事
 j'業に悪し=影熱を.与元ないよう配慮される一、さものと考元
.る・

 一∴早寸のよう卒観点に平つ葦て、漁業協同組合が常かうる。
 漁築の種類は・一上書己の趣亭に沿う士う腹.定きれるべざで

 ・二・・画一り=また・漁業1干同紙今が漁業を自営するに当一つ1ては・
 ・行軍庁の許可牢必要とする」よう麺慶的考藤τ加えること
 が望まレい。また・生産組戸につ≒、ては・その制度本来
 の趣旨に基き、今屈指導包強化すべさものと考える。

 な約、上記のことに関連して・跨業協'膚組合の漁業自
 営についての上記の間癌及'ぴ漁秤に約グる法人格のなも.・
 経営体(網組等)の存在を考慰して、社員、.持分寺につ,

 いては、漁村共同偉的封鎖娃を有し.つム。、出資、収益配
 当等については、企業地色彩め濃い特殊な会社制度につ

 いて、別途.績討されることが望ましいとする意見があら
 た。



奮美短信

 。§.二亭の上では乎春とは書手今筒厳しい寒さの続いている内
 軌こくbべ、ここ奄美大島ではもう日中汗はむ程の暖い小春I

 日和が綾さ、初めて・迎える大島での冬に新任者の誰もが、ほ

 んとに緩くて大助かりと・口癖のような朝晩の挨拶である.

 冬の夜長τガァ・一一ガラガラと途一切れがちに鳴くカエルの音

 は臨終を告げるかのように・一抹、の.寂.しさをさそっている。

 又、庭の脊うるさくつさま1とJ….ヵが禾だにみられるのも'奄美

 汝bではでしムう。炭火も嬰.b;溢.薄着で得ませるここの冬'は

 着々篶閑†独ことづて全く辛いですが、ここ数週間穫前かb

 昌」日と深劃の度宏極めて困っていることは水不足でめる。

 水源に近い高台にのって眺望に恵まれているとこわからこ

 の傾向.が著しいとぽ全く両方良いことはないたとえでし{う

 か'夜㌣(審蒔～4時まで)を利用し亡水溜めが一仕事、切
 周の文化住宅も狭い台所に水汲みの容器を拡げたてたのでは

 全く可虞想でめ・る。今更のように水の恩恵と、来る真夏の渇

 水期が心1己帥てなら出㍗戸の復公的水道施・股が早急
 になされて欲しいものです;

 §次に去る./月2Ig日諸鍾(加計呂麻島)部落の水産研究グ

 ループ発会式に分場一長他係1が出庫したがすで一に内地では数

 年帥より・曹牡牛・婦人会等の研究グループ活動が活発に行
 り'.れ、それぞれ1こ成果乞あげてさ'たこと・であり、今更取上ぐ
 べさことでもないが・こういった全くの緯飽に斯様な耕究団
 体の結成まで全ゆる面倒をみられ沈町当局、漁協、担当者

 ω苦労と、発会式としては余りにも熱心な1意見⑫交換討論が

 行われ、有意義に本会を終了したこ.とを椅伝えしたい。



 しかも議題の甲{とこの部落α)主繭乞広す網漁業1こ本試の魚・
 探利用による漁りう技言;ぎ棚改・雪ジご案になつ一たよ・うで(何

 れ係よ1)依頼がなされる・筈です)嵩験娼・のいなく一候つし旭一騎1

 ・1在.二寸早急臭釦1困難として!棒会をとらえ下・こ舳
 の要望を是非笑境し下やりたいIものです。

 ム・y一・



 ○製造都目記

 2月ノ日,'大島西庁楠本拠師イセエビ糟漬g製
 法間合せ来場

 2月3日、6E1

 塩浸透試験(さば応用)・

 ノ月/3目～26目

 塩浸透試験..(一さば応用)

 ノ月/5目阿久根.巾'又間秀雄氏塩干、製造技
 術I打合せ

 ○養殖都日記

 ノ月ノ日～,・

2月!6日  .のり牟状体培養指導(串木野)

 のり糸状体培養

 支サゼノ.リ
ウツブ1ルイノリ

アサクサノリ

イ.フノリ
イフノリ・

 (東京湾、山口〕

(島根)

(福岡)

 (動ノ津)

(奄美大島)

2月24日 真珠幕張加工終了



 ○漁業都日記

/月/6日

 一/月ノ2日

 。2月/5日

2月/7一日

2月22日

 2月2ヲ日

 東海海洋・調査を終り照幣丸帰港す

 (ブ)南一方瀬魚漁業'試験

 (2)飛魚かい艀調査方法について

 (3)移動本試について

 (4)漁築一部の在り方について

 調査部.と合周討議・をなす

 県漁蓮に、。1いて峠條魚対策協議会開催
 本試として;1も出来るだけ協力したい旨迩
 べて細く。

 集団操薬指導事染について水産課と.協議

 指導鉛へ装蒲の一針伍引渡す為「ちどり

 丸」τ串'木野へ姪航せしびJ5日帰着

 西稚壬区ア」(、嚢….傷F孝者戸行と東商葦共}司毒劃董ミα)プごめ

 照南丸長.崎1司け出跳

 ○調査部日書己

 2月8日～26日

2月23日

 年榎蓄養場書散魔蛾及び岩礁破砕計画

 (別府、又木、九方製)

 本計駈樹立'す㍑あたり.鹿大水産宇
 部黒木助教授一及び本場、振興協会、三

 者共同し一て豪貞の方策をも?て実際的且

 合理的方法基実施すべく苦心した、こと

 を・桐・回口づ'一る。

 昭和33.年学事業鞍告書焦稿完結す
(別府)



 2月J3日.流れ・藻調査計画一(九万田)

 J月J7日“・3月/日

 蓄養場畿駆除実施の年め現地出張

分.場日言己

 (月間)加工場控備、マベ維質飽曹I(賢艦洲余)
 /月J/日呂山

/月23目漁業擢瀬戸内理区分.聴会
 /月。65日“,z6白

名瀬田披

 ・/㍊'ヲ日諸鈍氷蝕究グ1トプ癸会式

 2月ノ日ヤンマーヂーゼル率扱護裡会
 副三月6日・・平8≡ヨ

 2月η日



 ◎南の'国そチ春は駿馬のクラにのってやって来る。
 さんさんたる陽光は大隅の山.々と錦江湾をとかして、寒が

 りやの南国人のうちぶところをトロリとぬくめてくれる。

 ◎場長の巻頭言、中っていて耳が痛い占

 たゴし一I地方本試ひあり方"という本質論から導いてほし
 かった。編輯子=に憾.漁民のフトコロエ合と学会とをおき

 変える考え方がピンと来る。神戸大松本氏の言うように

 (日本水産学会誌より見・た水産研究の一側面…楽永

 6、号)地方本試では硫尭者個人の性格、資質に左一

 右されて研究の方亭ダきめられることは事実だ。
 ◎新年度にそなえて人の往来しきり・。熊本本試も.天草の

 本渡に新庁舎を建てられるとか固水俣奇病に人心動揺の時
 活躍を期待するや切。

 ◎東海さば振わず。凍て返る夜中、市場調査に人知れず起

 き出す漁業部員の努力も報い少い漁模様。ああ!

 ◎'.一・九大瀬川助教授の流れ藻調査、黒潮にゆらめく流れ藻に

 神秘のとびらを開くカ)ぎ・が宿るか。

 ◎一牛根蓄草場の害魚駆除に前代未聞の資源亡かつ方法を採
 用。N.亘K技術陣の張切り振りぽ一“ショツク。/日/億円

 を使うマスコミ産業の威容のかけらを見てポカン。

(編集部)


